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者
か
ら
の
信
頼
を
得
て
き
た
農
家

の
努
力
が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

30
年
以
上
に
渡
り
関
東
の
消
費

者
団
体
「
大
地
を
守
る
会
」
と
の

関
係
を
保
ち
、
生
産
者
と
消
費
者

の
顔
の
見
え
る
交
流
を
行
っ
て
き

た
こ
と
や
、
平
成
19
年
に
「
山
形

村
短
角
牛
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

し
全
国
に
PR
す
る
こ
と
で
、
消
費

拡
大
に
努
め
て
き
た
こ
と
な
ど
の

効
果
が
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

山
形
村
短
角
牛
の
評
価
が
高
ま

る
反
面
、
町
内
の
飼
養
頭
数
、
戸

数
は
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
山
形
村
短
角
牛
飼

養
頭
数
は
４
１
９
頭
で
昭
和
63
年

当
時
と
比
べ
半
数
以
下
に
減
少
し

て
い
ま
す
（
表
２
）。
特
に
昨
年

か
ら
は
枝
肉
の
品
薄
が
続
き
、
需

要
に
追
い
付
か
な
い
状
況
。
生
産

基
盤
の
拡
充
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
25
年
の
山
形
村
短
角
牛
飼

養
戸
数
は
44
戸
。
昭
和
63
年
当
時

と
比
べ
２
割
以
下
に
減
少
し
て
い

　

10
月
29
日
、
30
日
の
２
日
間
、

雫
石
町
の
JA
全
農
い
わ
て
中
央
家

畜
市
場
で
「
平
成
26
年
度
短
角
牛

秋
市
場
」
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
の

過
去
最
高
値
を
更
に
上
回
る
約

38
万
円
の
高
値
が
つ
け
ら
れ
ま
し

た
（
表
１
）。

　

こ
れ
は
、
安
心
・
安
全
な
山
形

村
短
角
牛
を
生
産
し
続
け
、
消
費

－２－

ま
す
（
表
３
）。
そ
の
要
因
の
一

つ
が
後
継
者
不
足
で
す
。

　

新
岩
手
く
じ
短
角
牛
生
産
部
会

長
の
上
村
信
志
さ
ん
は
「
短
角
牛

農
家
は
生
き
物
を
扱
う
大
変
な
仕

事
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
分
や
り
が

い
が
あ
る
。
先
人
た
ち
が
築
き
上

げ
て
き
た
山
形
村
短
角
牛
の
文
化

を
共
に
守
り
、
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
す
。
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短
角
牛
農
家
に
な
ろ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
？

実
家
が
短
角
牛
の
繁
殖
農
家
を

し
て
い
て
、
幼
い
頃
か
ら
家
の
手

伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
父
の
姿

を
見
る
う
ち
に
、
自
然
と
自
分
は

農
家
に
な
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

ど
ん
な
お
父
さ
ん
？

厳
し
い
父
で
す
が
、
多
く
を
語

る
性
格
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
父
の

背
中
を
見
て
育
っ
て
き
ま
し
た
。

実
家
の
手
伝
い
も
す
る
？

も
ち
ろ
ん
し
ま
す
。
休
日
は
ほ

　

短
角
牛
農
家
と
し
て
日
々
奮
闘

す
る
越
田
直
人
さ
ん
（
26
）。
高

齢
化
の
進
む
短
角
牛
生
産
者
の
中

で
数
少
な
い
後
継
者
の
一
人
。

　
普
段
は
親
せ
き
の
向
畑
光
正
さ

ん
の
牛
舎
で
働
く
傍
ら
、
繁
殖
農

家
を
営
む
実
家
で
も
15
頭
の
短
角

牛
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
短
角
牛

農
家
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
就

農
し
た
思
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。

と
ん
ど
実
家
の
牛
舎
で
牛
の
世
話

を
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
？

た
ま
の
休
み
の
日
は
釣
り
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

短
角
牛
農
家
の
大
変
な
点
は
？

餌
の
価
格
が
高
止
ま
り
し
て
い

ま
す
。
牛
の
餌
と
な
る
干
し
草
の

確
保
も
天
候
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、

と
て
も
大
変
な
作
業
で
す
。

短
角
牛
農
家
の
や
り
が
い
は
？

市
場
で
子
牛
が
高
値
で
買
わ
れ

る
と
や
っ
ぱ
り
嬉
し
い
で
す
が
、

肥
育
農
家
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
る

と
価
格
が
安
定
す
る
こ
と
が
一
番

だ
と
思
い
ま
す
。

短
角
牛
に
こ
だ
わ
る
理
由
は
？

実
家
で
は
祖
父
の
代
か
ら
短
角

牛
一
筋
で
飼
育
し
て
い
て
、
家
の

伝
統
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
短
角
牛
に
こ
だ
わ
っ
て
飼

育
し
た
い
で
す
。

将
来
の
夢
は
？

具
体
的
に
考
え
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は

父
の
よ
う
な
農
家
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
「
実

家
の
飼
育
頭
数
を
増
や
し
た

い
」
と
語
る
越
田
さ
ん
。

　

父
か
ら
「
牛
舎
を
広
く
し
た

い
」
と
か
ね
て
か
ら
言
わ
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
の
８
月
か

ら
実
家
の
牛
舎
の
増
築
工
事
に
着

工
。
東
京
で
大
工
を
し
て
い
る
兄

が
基
礎
工
事
を
担
当
す
る
な
ど
、

兄
弟
の
協
力
、
応
援
の
も
と
11
月

中
旬
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

旧
牛
舎
で
は
15
頭
が
飼
育
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
増
築
さ
れ
た
新

牛
舎
で
は
約
30
頭
が
飼
育
可
能
に
。

越
田
さ
ん
は
「
今
後
徐
々
に
頭
数

を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
ま
す
。

越
こした

田　直
なおと

人 さん（26）
農家歴８年。実家で家族とともに
短角牛 15頭を飼育している。現在
は向畑光正さん（来内）の牛舎で
働き、経験を積んでいる。

　

直
人
は
牛
の
扱
い
方
も
上

手
で
、
家
の
手
伝
い
も
一
番

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
直
人
に
お
願

い
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、

分
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て

も
ら
う
こ
と
も
多
い
。
直
人

の
こ
と
は
本
当
に
頼
り
に
し

て
い
ま
す
。

　

短
角
牛
の
生
産
農
家
が
減

少
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
中
で
、
一
番
大
人
し
い
性

格
だ
っ
た
直
人
が
農
家
と
し

て
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
、

と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
私
の
牛
舎
増
築
の
夢
も
、

直
人
を
含
め
子
ど
も
た
ち
か

ら
叶
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

短
角
牛
の
生
産
農
家
は
大

変
な
仕
事
だ
け
れ
ど
も
、
直

人
に
は
こ
れ
か
ら
も
農
家
と

し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

越
こした

田　鉄
てつお

男 さん
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　10月25日、26日の２日間、三重県四日市市の四日市ドー
ムで開催された「文部科学大臣杯第30回全国日本ゲートボー
ル選手権大会」に久慈 K・O・S が出場し全国ベスト８に輝
きました。
　県の代表として出場した同チームは１次リーグ、２次リー
グともに全勝で決勝トーナメントに駒を進め、シード権を獲
得。トーナメント２回戦で大阪府の大阪みどりに惜しくも破
れましたが、堂々の全国ベスト８となりました。
　主将の大上博美さんは「今回は人工芝のコートに苦戦して
しまったが、子どもたちは予想以上に頑張ってくれた」と大
会を振り返ります。
　同チームは、来年の５月に開催予定の「笹川良一杯第30
回全国選抜ゲートボール大会」に向けて練習を再開。B＆ G
海洋センターで夜間練習を行い、大会での上位入賞を目指し
ます。

　11月３日、八幡平市の総合運動公園野球場で「キャッチ
ボールクラシック2014岩手大会」が行われ、山形・大川目
中学校野球部合同チームが全国大会への出場権を獲得しまし
た。
　同チームは、冬場のオフシーズンの目標として同大会に参
加。初出場ながら沿岸枠で全国大会への切符を掴み取りまし
た。キャプテンの上山霞葉さんは「岩手県、久慈市の代表と
して、全国大会では上位を目指してこれから練習を頑張りま
す」と意気込みます。
　山形中学校野球部は、12月14日に静岡県静岡市の草薙総合
公園で開催される全国大会に向けて、練習に励む毎日。顧問
の刈屋亮太先生は「人数が少なくても全国大会に出場できる
ことを誇りに、試合も楽しんでほしい」とエールを送ります。



－５－

　11月8日、盛岡市の農林会館で「岩手県木炭品評会」が行われ、
黒炭切炭の部で「谷地司」さん（㈲谷地林業窯長）が２年連続で最
優秀賞を受賞しました。
　同時に農林水産大臣賞、岩手県知事賞、全国木炭協会長賞も受賞
となった谷地さんは「岩手県の木炭の品質は全国トップだと思って
います。町内にも素晴らしい先輩方がいる中で、最優秀賞を頂けた
ということはとても嬉しく思います」と喜びを語ります。
　木炭に携わり10年目になる谷地さんは木炭品評会最優秀賞の常
連ですが、改善に向けて課題を探求することを怠りません。消費者
が安心して使えて、自分自身が満足したものを生産したいというこ
だわりで全国トップの品質を守り続けています。

　

　11月３日付けで総務省から「秋の叙勲」が発令され、
町内から嵯峨力雄さん（元山形村議会議長・久慈市議会
副議長）、向川夛藏さん（元山形村消防団分団長）の２
名が受章されました。

　10月18日、19日の２日間、福島県郡山市で開
催された「第９回ご当地グルメでまちおこしの祭
典！Ｂ－１グランプリ㏌ 郡山～東北・福島応援特
別大会～」で、久慈まめぶ部屋が２年連続入賞と
なる６位入賞を果たしました。



　9月 28 日、ガタゴン広場で「第３回山形村短角牛ＢＢ
Ｑまつり」（久慈市・ＪＡなど主催）が開催され、約 250
人が来場しました。
　開場とともに予約した方などで行列ができ、広場内に用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　意された地元産の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭火焼き席は瞬く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　間に埋まり、会場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　は焼き肉の良い香
　　　　　　　　　　　　　　　　　　りと笑顔に包まれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ました。

 　９月 28日、日野沢水車パークで「かじかの里赤い花の
そばまつり」（日野沢舘石会主催）が開催され、市内外か
ら多くの方が訪れました。
　会場では、まめぶや
名物の赤そばなどを提
供。宮古市から訪れた
渡辺さんご夫婦は「赤
そばを食べに来ました
が、とても美味しいし
花もきれい」と笑顔を
見せていました。

　９月 28日、バッタリー村で「第９回全国縄ない選手権
大会」（同実行委員会主催）が開催され、個人戦に 42 人、
団体戦に７チームが出場しました。
　大会は個人戦子どもの部・初心者の部・経験者の部、団
　　　　　　　　　　　　　　　　体戦に分かれて選手権
　　　　　　　　　　　　　　　　を開催。経験者の部で
　　　　　　　　　　　　　　　　は２分間で長さ３メー
　　　　　　　　　　　　　　　　トル以上の縄を編む出
　　　　　　　　　　　　　　　　場者も見られ、生活の
　　　　　　　　　　　　　　　　中で身に着けた業を披
　　　　　　　　　　　　　　　　露しました。

　９月 22日、山形小学校でお芝居デリバリーまりまりに
よる「出前お芝居」が行われ、児童や先生方など 60人以
上が参加しました。
　お芝居デリバリーまりまりは「演劇を見る機会の少ない
方に、お芝居の面白さを伝えたい」との思いから 2005 年
に発足。会議室や教室、ロビーなどでもお芝居を披露でき
るようにと、道具や衣装等を使用せずに一畳ほどのスペー
スで上演しています。
　同校に訪れたのは今回で３回目で、「大きなかぶ」や「ね
ずみの嫁入り」などの昔話を披露。ユーモア満載のお芝居
に児童たちの笑顔が溢れました。
 

　９月 25 日、センターハウス平庭山荘で「平成 26 年度
山形地区敬老会」（同実行委員会主催）が行われ、町内か
ら 244 人（対象者 616 人）が出席しました。
　式典の後はアトラクションとして戸呂町・来内婦人会や
山形民謡友の会による踊りや民謡などのほか、霜畑児童館
の園児がダンスを披露。会場は笑顔に包まれ、園児たちに
温かい拍手が送られました。

－６－

敬

名

地 出

ベ

9～11月
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　10 月 31 日、山形町を中心に「ふるさとの紅葉路をゆ
くウォーキング交流会」（やまがた文化・スポーツNPO及
び久慈市社会福祉協議会主催）が行われ、17人が参加し
ました。
　参加者は、つつじ
ヶ丘から塩の道旧街
道約６㎞を散策し、
青空と白樺の景観や
つつじヶ丘の東屋か
らの眺めを楽しみま
した。

　11月４日、山形地区の市政懇談会がおらほーるで開か
れ、町内から 20人が参加。市政運営方針や市政全般につ
いて遠藤譲一市長らと意見を交換しました。
　参加者は、市道の整備や除雪、山形診療所の医師確保な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　どの生活に密着し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　た課題や、山形地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　区の人口減少の解
　　　　　　　　　　　　　　　　　　決に向け懇談。地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　域を良くするため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　のアイディアを出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　し合っていました。

　11 月 23 日、おらほーるで「久慈市民おらほーる劇場
第８回公演『海女照 AＭＡＴＥＲＡＳＵ』」が上演され、
約 500 人が訪れました。
　今回は海神、獣神から逃げ出した“オジョウコ”、“磯治”、
そして人間たち、そ
れぞれが考える「正
義」がテーマ。劇中
には歌や映像が織り
込まれ観客を魅了し
ました。

　10 月 11 日、12 日の２日間、町内全域を会場に「ぐ
れっと！やまがた街道祭」（同実行委員会主催）が開催され、
県内外から延べ約１万３千人が訪れました。
　今年は 14会場が参加。各会場では自治会や地元の方な
どで協力し郷土食のまめぶや田楽、秋の味覚などを販売し
来場者を喜ばせたほか、趣向を凝らした催しや体験等を企
画。餅まきや餅つきは特に人気で、多くの方が参加し賑わ
いを見せていました。
　また、好評のスタンプラリーでは 200 名が完全制覇。
爽やかな秋晴れの中、来場者は“ぐれっと”山形町を巡り、
郷土食や特産品、紅葉などの魅力を満喫しました。

　10 月 26 日、平庭闘牛場で「めんこいテレビ杯平庭闘
牛大会もみじ場所」（いわて平庭高原闘牛会主催）が開催
され、約 1,600 人が訪れました。
　今大会は、22頭が出場し迫力満点の取組を見せたほか、
沖縄県うるま市から屋慶名青年会 43名が応援に駆け付け、
沖縄伝統芸能“エイサー”を披露。三線が織り成す音色、
軽快な太鼓、一糸乱れぬ踊りに観客は引き込まれ、勇壮な
演舞に盛大な拍手が送られました。

秋

沖

爽

歌

生
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月　日　曜 行　　　　　事
12　３　㊌ 衆議院議員総選挙期日前投票（～13日）
　　７　日 歳末たすけあいチャリティ演芸会

　　14　日
衆議院議員総選挙投票日
海洋センターゲートボール大会①

　　20　土 平庭高原スキー場オープン予定
　　29　㊊ 山形村短角牛の日
１　１　木 ニューイヤーフェスタ（スキー場）

　　11　日
海洋センターゲートボール大会②
久慈市民スキー・スノーボード教室

　　15　㊍ 小正月（関自治会）
　　16　㊎ グラウンドゴルフ新春交流大会
　　17　土 ふれあい山形の小正月（山形小学校）

　　18　日
山形地区バスケットボール交流大会
猪谷千春杯スキー大会
久慈市民スキー・スノーボード教室

　　24　土 もちつき大会（来内小学校）

　　25　日
海洋センターゲートボール大会③
久慈市民スキー・スノーボード教室

　　29　㊍ 山形村短角牛の日
２　１　日 世代間交流みずき団子作り（霜畑小学校）

　　８　日
内間木洞氷筍まつり・観察会
海洋センターゲートボール大会④
第２回岩手県スノーボード技術選手権大会

　　14　土 平庭高原スキー場まつり（予定）
　　15　日 久慈市民スキースノーボード大会
　　19　㊍ 健康づくり教室
　　22　日 海洋センターフットサル大会
　　27　㊎ 白樺大学閉講式・全体学習
　　28　土 山形村短角牛の日

山形のカレンダー

▽
今
号
で
は
、
短
角
牛
農
家
の

越
田
直
人
さ
ん
に
注
目
。
取
材

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
▽
父
の

よ
う
な
農
家
に
な
り
た
い
直
人

さ
ん
と
、
直
人
さ
ん
を
と
て
も

頼
り
に
し
て
い
る
お
父
さ
ん
。

と
て
も
素
晴
ら
し
い
親
子
関
係

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

（

中
塚）

「やまがた総合支所だより」は年４回発行。次回は３月ごろの予定です。
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【趣 味】音楽、スポーツ　今年もスノーシーズンが到来。
平庭高原スキー場は12月20日に
オープン予定です。
　シーズン中は「ニューイヤー
フェスタ」や「平庭高原スキー場
まつり」などのイベントを企画。

　お得なシーズン券はくのへスキー場と共通で利用可能で、幼
児のリフト料金が無料となっています。詳しくはセンターハウ
ス平庭山荘（☎72-2700）までお問合せください。

○「第36回久慈地区スポーツ少年団交流
大会軟式野球競技」第 位（11月16日／
野田村ライジングサン・スタジアム）
○「第30回少年防犯ふれあい綱引き大会」
優勝（11月22日／久慈市民体育館）


